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韓国の宗教人口（２０１０年）

無宗教 ４６％

キリスト教 ２９％
カトリック・プロテスタント

仏教 ２３％



サラン教会（礼拝出席４万人！）



韓国の宗教的枠組み

•シャーマニズム
•王室から一般庶民まで「祈祷師（巫俗／ムーダン）」に
よるお告げや占いを信じている

•シャーマニズムの最高神「桓因」は「ハナニム」と呼ば
れていた：「ハナ」＝「一」、「ニム」＝「様」つまり「唯一
のお方」という意味

•仏教
•４世紀頃中国からもたらされ、土着の宗教と混交しな
がら根付いた

•儒教（朱子学）
• 「理気二元論」：宇宙万物の形成を、理（宇宙の根本原
理）と気（物質を形成する原理）の一致として説明する
存在論
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キリスト教の神を
「ハナニム」と呼ぶ



カトリック時代（１８～１９世紀末）

•歴史以前
•豊臣秀吉の朝鮮出兵の際にイエズス会の宣教師
が日本から朝鮮半島に渡った

•最初の受洗者
•1784年李承薫（イ・スンフン）が北京で受洗

•宣教と鎖国（1864-76年）
•１８世紀、「パリ外国宣教会」が宣教師を送る

•鎖国政策の中、１８６６年朝鮮王朝第26代王の高
宗により「丙寅教獄（へいいんきょうごく）」と呼ば
れる弾圧が起こり、１万人近い信者が殺される



プロテスタント宣教の草創期

•カール・ギュツラフ
•朝鮮に最初に行った宣教師は、「海嶺」でお馴染
みのギュツラフだが頑なに拒まれ断念（１８３２年）

•ロバート・トーマス（イギリス人宣教師）
•鎖国期間中に２度朝鮮に赴いたが２度目の訪問
の際に捕らえられ２６歳で処刑された（１８６６年）

•ロバート・マクレー
•アメリカと修好通商条約を締結（１８８２年）

•日本にいたマクレーが朝鮮入りし、宣教の許可を
求めたが、医療と教育事業が許可された（８４年）



宣教の足場固め

•ホレイス・アレン（アメリカ人宣教師）
•同年９月、中国にいたアレンが「米国公使付の
医師」として入国

•皇后の甥を西洋式医療によって治療したことで
王室の侍医となり、病院も設立された

•宣教師が続々来朝
•医師あるいは教師としてアメリカから、後に英・
豪・加などからも宣教師がやってきた

•１８８６年「教誨」活動が保障された

•学校が設立され子女教育に貢献（９５０校）



最初の拡大期

•下流階級への宣教
•下流階級、特に儒教的影響で虐げられていた女
性に対する布教に力を入れた

•戦争による拡大
•日清戦争（１８９５年）、日露戦争（１９０５年）の戦
場となり、多大な被害を被った

•戦争の極限状態にあって人々は信仰に精神的
よりどころを求めた

•「１９０７年のリバイバル」
•平壌から始まった大復興によりクリスチャン人口
が一気に２４万人（約２％）になった



植民地時代（１９１０～４５年）

•日本による「韓国併合」（１９１０年）
•初代朝鮮総督の寺内正毅は反キリスト教政策

•「改定私立学校規則」：学校における礼拝と聖書
教育の禁止（１９１５年）

•神社参拝
•総督府は神社を設立して参拝を強要した

•長老派は拒否したため弾圧された

•「三・一独立運動」（１９１９年）
•朝鮮民族代表33名の名前で日本からの独立宣
言書が発表された（多くのキリスト教徒が参加）



独立後の教会

•アメリカ軍政下でのキリスト教政策
•民主主義を行き渡らせるためにキリスト教の宣
教を利用？し、国務省に宣教の派遣を要請した

•宣教師たちは米留学経験のある韓国人たちを
米軍庁に推薦した結果、多くのキリスト教徒が登
用された

•初代大統領李承晩はカトリック信者で、多くの側
近がクリスチャンであった

•朝鮮戦争（１９５０～５３年）
•戦後の復興のため世界各地の教会が援助し、
また多くの宣教師も韓国入りした



近代化と教会の拡大

•軍事政権（１９６１～１９９０年）
•「五・一六クーデター」によって朴正熙が政権を
掌握し軍部が政権を握った

•キリスト教会は順調に拡大

•１９６８年に始まった「国家朝餐祈祷会」は現在も
継続している（官僚・国会議員らが出席）

•大規模集会
•１９６５年、キリスト教各派が協力して伝道推進

•ビリー・グラハムはソウルの汝矣島（よいど）広
場で集会を実施（７３，７４，７７，８０年）

•最高で世界記録となる１１０万人が集まる！





韓国のキリスト教化の原因①

•宗教的背景
•シャーマニズム（シャーマンとしての牧師？）

•一神教的要素（「ハナニム」）

•儒教的倫理観
•キリスト教的倫理観と近似

•朱子学の「理気二元論」
•「理のキリスト教」：抗日運動や民主化に関わっ
たエリート層

•「気のキリスト教」：抑圧され、貧しい生活を送っ
ていた庶民



韓国のキリスト教化の原因②

•「恨（ハン）」の思想
•「理想的な状態への憧れと、それに近づけない
『無念』『悲しみ』がセットになった感情」

•キリスト教は「恨」を解放する福音となった

•アメリカの影響
•日本を倒し、朝鮮戦争の時に助けてもらったアメ
リカへの感謝と憧れ＞キリスト教への親近感

•選民思想
•英語の選民”Chosen”は「朝鮮」のアルファベット
表記と同じである



日本との比較

日本 朝鮮（韓国）

宗教背景 アニミズム シャーマニズム

カトリック時代 １６世紀 急拡大 １９世紀 弾圧

宣教初期
（１８８０～９０）

明治 ミッションス
クールによる拡大

１９世紀後半 医療と
教育事業

戦時下
（１８９０～

１９４５）

軍国主義による宗教
教育弾圧・教会統
一・戦争協力

日清・日露戦争 植
民地化 教会は弾圧
されるが拡大

戦後
（１９４５～

１９９０）

占領軍によるキ教政
策もあり拡大するが、
１％の壁

米国の支援で復興大
規模伝道・爆発的拡
大 ３０％

似たような歴史をたどっているが、決定的な違いが
生まれた！



この違いはなぜ生まれたのか？

•「なぜ韓国ではキリスト教が広まったのです
か？」＞「よく分からない」（多くの韓国人）

•弾圧した者と弾圧された者の違い

•福音が心に届いたか否か

決定的な違いを生むほどの要因はない

神が働かれればこの国にも起こる事

「現在の苦しみは、将来わたしたちに現されるはずの栄光に比
べると、取るに足りないとわたしは思います。」ローマ8:18
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